
パラグラフジャンプを超えて　　梧桐重枝

１　はじまりの勿忘草
　ひんやりとした洞窟の底であなたは目を覚ます。
一人乗り込んだ洞窟であったはずなのだが、その
目的や自分の名前すら思い出せない。足元の可憐
な花、 ワスレナグサがあなたを見ている。
・ 思い出す→２７　・ 見渡す→１１

２　くぐり抜けた先
　東に向かう一本道が続く。 西の壁は穴が開いて
いて、 くぐると屍のいる場所に戻ることができる。
・ 壁をくぐって戻る→８　　・ 東に進む→２２

３　湧き水
　長く緩やかな坂を上った先は行き止まりだった。
東の壁から湧き出た水は西の地面の隙間に流れ
込んでいる。南に戻るしか選択肢はない→２２

４　慟哭
　自分の境遇が突然どうしようもなく惨めに思えて
きてあなたは泣き叫ぶが、それすら気休めにはな
らない。 落胆し、 あなたは周囲を見渡す→１１

５　宝
　口を開けた宝箱がある。 こじ開けられた跡があり
当然のように中身は空だった。分岐のない一本道。
南に戻って屍と再会するのがためらわれ、 あなた
は何となく北へと歩を進めてしまう→１３

６　帰還する終焉
　「正解です…僕の出番はここまでです…」→１７

７　つりがね岩
　少し南に歩いたところで上から釣り鐘型の巨岩
のトラップが発動し、 圧死……したはずが不思議
なことに 「２５」 と刻まれた吸い込まれるような黒さ
の黒曜石を握りしめ、 気づけば１で目を覚ます。

８　笑う屍
　居るべき場所にあおむけに倒れた屍がいる。
朽ち果てているのに歯だけが白く輝いているのが
薄気味悪い。 まるで笑っているようではないか。　
　屍は東の壁を意味ありげに指さしている。
・ 壁を調べる→２８　　・ 無視して北へ進む→５

９　小部屋
　ドスン！　落ちた先は通路ほどの幅の正方形の
小部屋だった。 突然のまぶしさに思わず目を閉
じる。目が慣れてくると、ここが火薬庫だとわかった。
　少々重たいが爆薬が詰まっている箱を一つ持っ
ていっても構わない。 この火薬箱には 『使うべき
パラグラフに１３を足し、新たなパラグラフに進むこ
とができる』 という効果がある→３０

１０　指輪
　中を覗き込むと、 あなたは頭からぺろりと宝箱に
食べられてしまう。 十分に咀嚼された後、 ぷっと
吐き出され、 全身消化されて骨になったあなたの
左手薬指には 「６６」 と彫られた真鍮製の指輪が
はめられている。骨を鳴らしながら北へ進む→１３

１１　袋小路
　改めて見渡すと一本道の突き当り。 なぜこんな
ところで気を失っていたのだろうか。 あなたは、
コンパスを頼りに北へ戻ることができる。 ふと思う、
この花には見覚えがある…と。 この花の場所は、
・初めて訪れる→２４　・２回目以上のベテランは…
  ここへ来たのが偶数回目（２、４、６…） なら１８へ
　ここへ来たのが奇数回目（３、５、７…） なら３１へ
　
１２　崩落
　じっとりと濡れた壁に書かれた文字を触ると壁が
向こうにバタンと倒れ、 人が通れるほどの穴が開
いた。 （以降、 この穴は開いていることにしてパラ
グラフを読むこと。 閉じている描写があっても無視
して構わない。 この勿忘草の洞窟は少々特殊な
構造をしているためマッピングを推奨する）
・ 出来立ての穴をくぐって東へ→２　　・ 北へ→５

　「あーあ、 解いちゃった。 この音分かりますか？
『あなた』 が澤井康夫だけじゃなくて梧桐重枝に
も干渉して、 しかも同じ階層で共存させちゃった
から次元の壁がつながったんですよ。 困った人
だなあ…どうしてこの冒険を進ませて終わらせよう
となさるんです？　このままここにいた方がいいじゃ
ないですか？　どうせ希望はないんだし…」
　どこか違う階層から、「そんなことはない！」 という
小さな叫びが聞こえた気がする…
　「じゃあ、 ほんとに最後の謎です。 この冒険を
終わらせたいなら解けばいい…… 『指はたくさん
あるけれど、 一枚目の指と三枚目の指とに、 はさ
まれてる二枚目の数いくつ？』 …梧桐先生ったら
この謎を最後に出したくて紙にこだわったんです。
可笑しいでしょう？　…難しいですか？　僕はね…
悩んでる 『あなた』 を見てるのが好きなんですよ。
ずーっとこのパラグラフで悩み続けましょうよ…」

２２　ほころんだ壁
　Ｔ字路に立っている。 西と北と南に道は伸びて
いる。 東の壁には亀裂が入っているが、 今度は
押してもびくともしない。 壁を押して力を入れたせ
いか頭痛がひどくなる。同時に 「私は誰だろう？」
という不安定な感情も沸き起こる。 ズキンズキンと
こめかみに血流を感じる。
・ 西へ→２　・ 北へ→３　・ 南へ→７

　
２３　ひと時の別れ
　「この話がまるで分からなかったって？　いいんです。
分かろうが分かるまいが、 どんなストーリーにも
人生と同じで終わりは来ます。 『あなた』 の悪あ
がきでいくつかの世界がつながってしまったせい
で、 私はこの話を終わらせに行かなければ…」
　ゴゴゴゴゴゴゴ…
　「ほら、 世界が閉じる……。 またいつかお会い
いたしましょう。 『あなた』 の終末にでも」 →３６
　
２４　白骨
　しばらく北へ進むと白骨化した屍がうつぶせに
倒れている。 あなたと同じ魔導士の装束を着てい
るのだが、 何となく屍が自分のように思えてくる。
気味が悪くなり、 早くこの場を立ち去りたくなった
あなたは、 さらに北へと進む→５　
　
２５　分岐なき夢
　「また夢か…」　澤井康夫は携帯電話を握りしめ
分岐のない一本道を、 ただひたすら歩いている。
　半日ほど歩いただろうか。疲れて道端で横になり
気づけば洞窟で目を覚ます。 そして、 見慣れた
光景を見る。 ループは終わらない→１
　
２６　触手
　穴から吸盤のついた気味の悪い触手が現れ、
あなたの体を引きずり込む。意識が混沌として…
　気がつけばパジャマ姿で３５にいる。

２７　寂寥
　やはり思い出せない。自分はどこから来たのか。
自分は何者なのか。 自分は何をなそうとしている
のか…自分という存在そのものが怪しくなってくる。
急な寂しさと頭痛。 頭を触ると、 ぬめりとした血。
・ 見渡す→１１　・ 絶望する→４

２８　壁には 『あなた』 の文字でこう書いてある。

　　　　　１０番目の素数は役立たずの戯れ
　　　　 　 ７番目の素数との差へと向かえ

　肝心のところが読めない。 ８に戻る。

２９　水遊び
　うわーーーーーーーーーーーーー！！
　ごぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ！！！
　ずしゃーーーーーー！！　　　　……ドスン！
　どこだここは？　着いた先は２だ。
　
３０　ほころんだ壁
　この正方形の小部屋は、よく見ると西の壁に亀裂
が入っている。押すと壁が崩れて懐かしい２２への
道が現れる。（２２からは、この３０に戻ってくること
も出来るし、望むなら９まで戻ることも可能である）

１３　穴
　突き当りだ。 地面には使用後の落とし穴のよう
な穴が開いている。 どこかの間抜けが引っ掛かっ
た跡かもしれない。 立て看板があるが、 肝心の
文字板は朽ちており読めない。
・ 落ちないように気を付けて穴を降りる→１５
・ 南に戻ってみる→５
　

１４　俯瞰　
　「へえ…ここいたどり着くとは。 山羊になった僕を
見つけてくれたのかな。 え？　僕がだれかって？
別の階層ではエンデと呼ばれてました。人は誰しも
病の苦しみと戦わねばなりません。でもね、苦しむ
『あなた』 を見てたら気が変わりました。 もう戦わ
なくてもいいんです。 『あなた』 はこのパラグラフで
ずっと自意識の重さに柔らかくつぶされていれば
いいんですよ…… 何？　そんな指図は嫌だって？
　じゃあ質問です。 この物語の主人公は誰だと思
いますか？　骸骨の冒険者？　その冒険の著者で
冒険の中のメタに飲み込まれた作家の澤井康夫？
どちらでもありません。 ふふ…その両者を操った
人物です。　タイトル横にも書いてあるんですがね。
さて、 解いちゃ駄目な謎を一つ差し上げます…
『かの人物はつぶやいた。一番最初につぶやい
たのは何時５２分であったか？』 …別に こんな謎
解けなくてもいいじゃないですか。世の中には解か
ない方がいい謎だってあるんです。ずっと一緒に、
このパラグラフにいましょうよ？　なんだかこのパラ
グラフ、 甘美で…居心地がいいでしょう？」　

１５　どこかの間抜け
　あっ！　湿気で足を滑らせ落下！→１

１６　発破
　爆薬を使う場所は間違っていないと思うのだが
火をつける道具はあるだろうか？　持っていれば、
このパラグラフに さらに 「ある数字」 を足した数に
行くこと。 道具を持っていなければ大変なことに
なる！ 都合よく気を失って気づけば４１にいる。　
　

１７　回顧
　「思い返せば、 いろいろな階層の知識や道具を
共有し、 いろいろな登場人物を操作し 『あなた』
はここまでやってきました」
　どこか遠くで地響きのような音が鳴り始める。
　「私はエンデ…遠藤……常に 『あなた』 の傍に
あり、 『あなた』 の人生の最後に避けては通れぬ
ものです」　→２３

１８　再会
　ここから北へ進むと、うつ伏せの屍が倒れている
気がしてならない。果たして予想通りどこか自分に
似ている屍は現れた。 あなたは気味が悪くなり　
一刻も早くこの場を立ち去るべく北へと進む→５　
　
１９　濁流
　すさまじい爆音とともに東西の壁に穴が開き、
西の壁にウオータースライダーの入り口ができた。
こんな場合、常識的には２２まで引き返すものだが
怖気づいていないのなら西の穴に飛び込み濁流
に身を任せてもいい。 その場合は２９へ

２０　不意の悪寒

　「何か変だ。 少し一人にしてくれないか」
　「ナースコール鳴らしますか？」
　「いやそれには及ばん。 続編のプレッシャーを
忘れて少し眠るよ」
　「わかりました。 とにかく今は創作よりもご自身の
健康のことを第一に考えてください。 起きたら何
でもいいですから創作から離れる趣味……そうだ
なあツイッターでも開設してみたらどうですか？」
　「ほう……ワシにもできるかね」
　「簡単ですよ！　僕、先生のツイッターアカウント
作っておきます！」 そう言いながら、 遠藤は あっ
という間にアカウントを開設し、 病室を後にする。
　…少し静かに眠りたい。 何もかも忘れて２５へ
　

２１　最後の謎
　ゴゴゴゴゴゴゴ…



３１　
　「なんですかこれ？　なんというか…すごい…」
　原稿を手渡された編集者の遠藤は思わず苦笑す
る。 ベッドに横になっている男、 澤井康夫は窓を
見ながらつぶやく。 「すごい駄作だろ」
　パジャマ姿の男は外ではなく窓に叩きつける雨粒
の流れを見ていた。 雨の筋は合流し、 別れて、
また合流し、膨張し、 耐え切れず再び流れ始める。
この雨の分岐の繰り返しはまるで…
　遠藤は輪ゴムで無造作に束ねられたファンレター
の束を澤井康夫に渡しながらまくしたてる。
　「先生が急に倒れて困ってるのに、 こんな完成度
の低い原稿を見せられても……編集部には先生の
信者から 「続編はいつだ！」 って電話がひっきり
なしにかかってきてますし」 「知らんよ」
　澤井康夫はゲームブック作家である。 売れっ子と
まではいかないまでも熱狂的なファンもいる。 少し
前 『脳魔導士ちんぷな冒険』 という作品を刊行し、
その続編の執筆中に無理がたたり入院したのだ。
　「遠藤君、 君ね、 少しは病弱な年配の者に対す
る敬意といたわりの気持ちを持ったらどうかね」
　「またまたー、 がらにもないこと言って。 笑わせ
ないでくださいよ」　「僕はシリアスだよ、 遠藤君」
　遠藤は顔を曇らせた。 実際、 病状は深刻だった。
内臓の方は回復の見込みがあるのだが、突然の病
で、 この作家はメンタルが絶望的に参っている。
あげく、 ここ数日は幻覚まで見始める始末。 創作
とは体力と精神力を削る作業なのだ。
　「まあまあ、 先生！　少し働きすぎたんですよ。
入院はしばらくの息抜きだと思って……それにね、
この原稿もざっと読んで　『あなたは』 っていう代名
詞が１０回も使われてますよ。 これを多用するのは
調子の悪い時の先生の癖ですからね」
　「９回だよ遠藤君。 ９回だ」
　「多すぎます。 目標０回でお願いしますよ」
　笑ってそう言う遠藤に、 澤井康夫は言った。
・ 「君の能天気さには救われるよ」→３３
・ 「何か変だ。 少し一人にしてくれないか」→２０

３２
　カーテンコール！！　全員集合！！
　まずは最下層で骸骨にまでなってくれた農魔導士
ジンケ！　続いて第二階層からは作家の澤井康夫！
そして全ての階層を行き来し物語を引っ張ってくれた
編集者(?)の遠藤。 憮然として納得がいっていない
様子の梧桐重枝は第三階層からの登場。 さらに、
数多のパラグラフジャンプを超えてここまでたどり着
いてくださった第四階層の読者の皆様！！　最後に、
第五階層から、 梧桐が登場人物となったため急遽
この原稿を引き継ぎ、 今キーボードを叩いている
ペンネームではない私と、 テストプレイヤーとして
徳じろー様、 水波流様、 龍乃宮まどか様、Ｑ様…
拍手の中、 全員がお辞儀をし、それぞれの居場所
の階層へと帰還する。それを見届けた 『あなた』 が、
最後の一文字を読んだ瞬間、幕は下りるのだ。 完
　
３３
　「いえいえ、 先生のモチベーションを高めるのが
僕の仕事ですから」 笑う口元に白い歯がこぼれる。
　「それと先生、 僕　心理学専攻してたんですけど、
この導入部分…なんというか先生の悩みをそのまま
投影しすぎです。 この際はっきり言いますが、 何
ですか、この安直なループは。 というか円環形式の
ゲームブックは量産されてますし読者も飽きてます。
もうちょっと気楽に！　オーソドックスに！」
・ 「確かに私もそう思う」→３７
・ 「じゃあ具体的にどうしろと言うのだ？」→３９

３４
　この薬を服用すると、 以降ずっとパラグラフ横の
ゴシック体に　『うかんむりの漢字』 が使用されている
箇所で幻覚の副作用を見てしまう。 その時にいる
パラグラフ数を２倍した数のパラグラフに進むこと。
なお、既に錠剤は胃で消化されている。飲まなかっ
たことにはできない。 理解したら元の場所へ戻る。

３５
　「なんですかこれ？　なんというか…すごい…」
　原稿を手渡された遠藤は思わず苦笑する。 ベッ
ドに横になり、澤井康夫は一瞬白昼夢を見ていた。

るんだが、 そこから着想を得て執筆していてね」
　「それ、 精神こわしますよ…何人もそういう作家
先生見てきました。 ちゃんと寝てください。薬嫌い
の先生のことだから処方されている睡眠薬、どうせ
処方せん通りに飲んでないんでしょ？」
　「よくわかったな」
　「だって僕、 薬剤師免許も持ってますから」
　「自慢はいいよ」
　「ごめんなさい。 でも心配で……そうだ。 この薬
よかったら飲んでみてください。 天然のカノコソウ
から調合した薬です。 賞味期限は短いですから
ご注意くださいね」
　「やめておく」
　「まあそう言わず。 一錠さしあげますから」
（錠剤はいつ飲んでもいいが、 飲む場合は、飲む
と決めた時のパラグラフ番号をメモしてから３４へ
進むこと）　おしゃべりな遠藤の話は、 もう少し続き
そうだ。 ３９で続きを聞こう。

３８　
　「いえいえ、 いえいえいえいえいえいえいえいえいえい
えいえいえい、えいえいえいえいえいえいえいえいえいえいえいいえいええい。
モチベーションと病気になって実際あせりました、
突然目も見えなくなるんですから。 まるでｍｍｍっ
まま暗闇で目を閉じると無数のゼンダングルぐるぐ
るぐるぐると……睡眠薬も相まって、, あれは本当
ｎni 恐怖です。 ありがとうございます。 高めるのが
僕の仕事です」　笑う口元に白い歯がこぼれる。
　「先生、 この導入部分…なんというか先生のリビ
ドーをそのまま最北端でコトコト煮込んでください。
こんにちは。 この際はっきり言。いくらスランプでも
ループが薬用株式会社。　円環形ｊｋじどｆ.dkjndggr
m3F式のゲームブックは時報が量産されたおり、
メタ展開がそんなに大勢発見されました。飽きて
ます、 空きましたか。　もう人間じゃない！　森だ！
行け！僕を必ず ! ！見つけた いらっしゃいま、 腑
何！？　このＡ４の紙？？　utyuno法則が乱れr？
  ！！壁で７番目の素数を１０番目から引け ！ !
やめろ誰だ貴様¿！！　！！！％＆ｓ＆＆を　””
そのジャンプ、 至高 !! to 極み !!! て　　＃！！」
（精神に異常をきたした為、記憶が一部混乱する。
勿忘草を見た回数をリセットすること）
・ 「確かに私もそう思う」→１
・ 見渡す→

３９
　「僕の心理療法士としての見地から具体的に申し
あげますと、 例えば途中で屍が登場しますよね？
　しかも先生はそれを将来の主人公に見立てよう
となさってる。 これね、どうやって伏線回収するか
まだ考えてないのでは？　行き当たりばったりは、
先生の悪い癖です。 どうです…図星でしょ？」
　「君は編集者だろ？　いつからインチキ心理療法
士になったんだ？」
　とはいえ遠藤の指摘は的を射ていた。 事実、
澤井康夫は屍の処遇を何も考えずに物語の中に
登場させていたのだ。 後で何とかなるだろう、 と。
　「フローチャートを書いてから執筆しましょうよ。
先生のゲームブック、 なんていうか……無免許の
自称建築士が突貫工事したみたいな、 今にも崩
れそうなビルに見える時があるんですよ」
　「わははははは。 良い例えだ」
　「笑い事じゃありません。 例えばあの屍、 実は
主人公でした！　というのを止めて、 誰でもいい
ですから他の誰かにしませんか？　主人公は作家
の自己の投影です。 あんまりメタ展開やってると、
そのうち本当に精神が崩壊しますよ」
　「そうだな。 君を屍にして登場させることにでも
するよ。 わははははは」
　「先生…笑えません」
（今後うつ伏せの屍をどこかで見たら、 その時の
パラグラフの一の位と十の位の数を掛け合わせた
数に移動することができる）
　遠藤が病室を出ていったあと、 澤井康夫は静か
に目を閉じる。 少し話し過ぎたのだ。どっと疲れが
押し寄せる→２５
　
４０　
　夢か現か…病室で眠ったはずの 『あなた』 は、
暗闇で横たわっている。 どれだけ目を こらしても、
どこまでも闇だ。 （指輪と黒曜石を持っていれば
指輪の数から黒曜石の数を引いたパラグラフへ。
持っていなければ残念ながら１で目を覚ます )

最近は昼間からウトウトする。窓の外には雨の筋。
この雨の分岐の繰り返しは、 まるで…
　遠藤は輪ゴムで無造作にまとめられたファンから
の花束を澤井康夫に渡しながらつぶやく。
　「先生凄い汗ですよ」 「知らんよ」
　澤井康夫はゲームブッく作家である。 熱狂的な
狂信者もいる。 前にも 『嚢魔導士ちんけな忘年』
という作品を刊行で続編が入院したのだ。
　「遠藤君、 病弱な年配の者は」　「またまたー」
遠藤は白い歯を見せて笑った。　実際のところ病状
は天国だった。 内臓病は回復の梅雨前線は突然
の病で、 この作家はメンタルへ落日は絶頂。 ここ
数日はハは葉ハ幻覚まで見始める始末。創作とは
体力と精神力を削る作業暁仰凝デす。
　「まあま、 先生！　シアリスですよ……それにね、
この原稿も多すぎます。目標０回で」 遠藤は歯を。
・ 「君の能天気さには」→５２９３６ １ ７　９　　０
・ 「少し一人にしてくれないか」→３８
　
３６
　梧桐重枝の執筆用のパソコンのモニターから、
にゅっと人が出てくる。
　「おい。 ワシを入院させたな？」
　澤井康夫である。 続いて骸骨がガチャガチャと
骨を鳴らしながらモニターを抜け出てくる。
　「それを言うなら僕の方がひどいですよ。 勝手に
骨にされちゃって。 帰ってから治してもらわなきゃ
…農魔術の本に蘇生って項目あったかな…」
　「おいおい勘弁してくれよ！　この原稿の締切が
迫ってきてるんだ！　早く作品の中に戻ってくれ！
お前たちは私の創造物だろう？」
　梧桐が二人をモニターの中に押し戻そうとする。
たまらず澤井康夫が声を上げる。
　「おい！　梧桐！　お前はこの世界の神にでも
なったつもりか？！　この世界にはお前の存在を
作りし、 お前よりも上位の世界があるんだぞ？」
　「…なんだと？」
　「えっ？　梧桐先生、 そんなこともご存じなかっ
たんですか？」 これは骸骨。 続いて澤井康夫が
やれやれと話し出す。
　「まず最下層は骸骨のいた世界。 お前の深層
心理が投影された世界だ。 その世界を創造した
のがワシ…つまり澤井康夫のいる第二階層だ」
　「分かってるさ！」
　「いや分かってない。 だいたい梧桐、 お前この
まえ腎臓病になっただろ？　そういうしんどさを自分
の作品の登場人物に投影するなよ。 ワシがこの先
ステーキが食べられないなんてやりすぎだ！」
　「そんなことはいい！ それより、私がこの世界の
作り手ではないという話はどうなった！？」 と梧桐。
　「ふん。偉そうに。いいかよく聞け、お前は確かに
ワシを登場させた時点では最も上位の第三階層の
人間だった。 だが、 さっきこの作品にSNS経由で
登場人物として干渉しただろう？」
　「あっ！！」
　「気づいたようだな。 お前が登場人物となった
瞬間から、 お前を操作する人間の存在する さらに
上位の世界が出現したのだよ。つまりだ、ここまで
我々を導いた第四階層の読者たちの世界がな！
彼らによって我々は生かされているんだぞ。 何せ、
彼らが我々に興味を失って読むのを止めた瞬間
に、 我々の存在は消失するのだからな」
　「ぐぬぬぬぬ…」第三階層の梧桐重枝が歯ぎしり
をして悔しがる。 そんな梧桐を骸骨が慰める。
　「梧桐先生、 最上位の人間になる必要なんてな
いんですよ。 我々は 『等しくすべて』 この世界の
登場人物なのですから」
　「…くそう…私も最近、経営していた店を閉めたり
失明しかけたり…職を変えたり…詳しくは言えない
が家庭で〇〇があったり…本当に色々あったんだ！
…悔しい…悔しい……ゴホン！ 少々取り乱した…
もう大丈夫だ……よし！決めたぞ！　もう少し世界の
一員として生きてやる！死ぬまで生きてやるぞ！！」
　「はははっ、 その意気です！」
　全員が白い歯を見せて、 にんまりと笑う。→３２
　
３７
　「確かに私もそう思う。 これは私の夢なんだ」
　「えっ？　将来の夢とか、 そういうことですか？」
　「違うよ、 寝ているときの夢さ。 最近夢をよく見



４１　《 暗闇通路 》
　ひんやりとした暗闇で目を覚ます。 足元にある
石畳の突起を足の裏で感じている。 視界が全く
なくコンパスは確認できない。 周囲の壁を触って
いると少し感覚がつかめてきた。 たまたま向いて
いる方向を正面とするならば、 背後は壁があり、
正面と左右に進むことができそうだ→５１

４２　十字路だ。 前に進む→７５　左を向く→９２
　右を向く→８３　振り返る→４７

４３　背後に壁がある。 壁はぬるぬるしている。　
前に進む→８５　左を向く→６１　右を向く→６９

４４　前方に一本道が伸びている。 背後は壁で
先ほどまでいた袋小路に戻ることはできない。 前
にしばらく進むと行き止まったが、 突きあたりの壁
に触ったとたんにまたしても回転扉に吸い込まれ
る。 気づくとあなたは９０に立っている。

４５　背後に壁がある。　前に進む→９３　　
　左を向く→８９　右を向く→７６

４６　十字路だ。 前に進む→６０　左を向く→９５
　右を向く→８２　振り返る→５９

４７　十字路だ。 前に進む→６９　左を向く→８３
　右を向く→９２　振り返る→４２

４８　しばらく歩くと行き止まりについた。 突き当り
の壁を手探りで調べると 「〇□△☆」 の四つの
ボタンがあるのを見つける。 危険を承知で押して
みると、 どのボタンを押しても背後の遠くの方で
ごごごごごごと音がする。 一通り押してみて、 ど
れか一つは必ず押された状態になることが分かっ
た。今は〇のボタンが押し込まれている状態だ。
　さて…　どのボタンを押し込んでおくか決めたら
ちゃんと押してから５８まで引き返すこと。

４９　前に進むと道が左に曲がった。 進み続ける
と坂を下りてから登った感覚があり、 もう一度左に
曲がった。そこから少し進むと十字路に出た→９５

５０　左は壁だ。　前に進む→８４　右を向く→６８
　振り返る→８５

５１　足の裏に石畳の突起を感じる。 背後に壁が
ある。 前に進む→８２　　左を向く→７５　　右を
向く→９４

５２　背後に壁がある。　前に進む→６４　　
　左を向く→８８　右を向く→１００

５３　もう歩けない。　数日は歩いているはずだ。　
　喉は乾き、 意識は途切れる。 １で目を覚ませ。

５４　血が目から止めどなくあふれ出し視界を奪う。
真っ暗闇で一人。 遠くからサイレンの音。 すぐに
気を失い、目を覚ました時はベッドの上だ→３１

５５　しばらく前に進むと左に道が曲がった。 少し
進むと十字路に出た→８３

５６　でかした！　どうやらこれは火打石だ。 一瞬
火花が飛ぶが、燃やす物がないので今いる暗闇を
明るくすることはできない。 だが、どこかで何かに
火をつけることはできるだろう。持っていくなら次の
火打石の所作を知っておく必要がある。
　
　　　　　　　　　　【火打石の所作】
　一、 好きな数を思い浮かべる。
　二、 その数に１を足す。
　三、 その数を２倍する。
　四、 その数にさらに４を足す。
　五、 その数をちょうど半分にする。
　六、 その数から最初に思い浮かべた数を引く。

　現れた答の数を覚えておくこと。「火をつける」と
書いてあるパラグラフで、 その答の数が役に立つ
かもしれない。 分かったら引き返して７６へ

８０　今押してあるボタンが□ならばまっすぐ進ん
だ後に右折して４６へ
　今押してあるボタンが△ならばまっすぐ進んだ後
に左折して９８へ

８１　少し前に進むと右に道が曲がった。 しばらく
進むと前と右に分かれる道が現れた→８９

８２　十字路だ。 前に進む→７７　左を向く→４６
　右を向く→５９　振り返る→９５

８３　十字路だ。 前に進む→８７　左を向く→４２
　右を向く→４７　振り返る→９２

８４　Ｔ字路の突き当りだ。壁はぬるぬるしている。
左を向く→６９　右を向く→６１　振り返る→４３

８５　右は壁だ。　前に進む→４９　左を向く→６８
　振り返る→５０

８６　少し前に進んだところで、石うすを回すような
音と揺れを足元から感じた。揺れが治まったのち、
再び前に歩き始める→９４

８７　今押してあるボタンが〇、もしくはボタンの事
など何も知らないならまっすぐ進んだ後に左折し
て４６へ。
　☆ならばまっすぐ進んだ後に右折して９８へ
　□か△なら行き止まりで直進はできず９２へ引き
返す。

８８　左は壁だ。　前に進む→５７　右を向く→５２
　振り返る→１００

８９　左は壁だ。　前に進む→７９　右を向く→４５
　振り返る→７６

９０　背後の壁から隙間風を感じる。
　前に進む→８６　左を向く→５８　右を向く→６０

９１　右へと続く曲がり角に来た。
　右に進む→８０　　引き返す→６２

９２　十字路だ。 前に進む→８１　左を向く→４７
　右を向く→４２　振り返る→８３

９３　少し前に進んだところで、石うすを回すような
音と揺れを足元から感じた。揺れが治まったのち、
再び前に歩き始める→８８

９４　足の裏に石畳の突起を感じる。 右に壁があ
る。 前に進む→４７　　左を向く→５１　　振り返る
→７５

９５　十字路だ。 前に進む→６５　左を向く→５９
　右を向く→４６　振り返る→８２

９６　Ｔ字路の突き当りだ。　
左を向く→７６　右を向く→８９　振り返る→４５

９７　今押してあるボタンが〇か□、もしくはボタン
の事など何も知らないなら、 ここは行き止まりだ。
直進はできず９８へ引き返す。
　△ならば少し進んだ後に右折して７４へ
　☆ならば少し進んだ後に左折して９２へ

９８　Ｔ字路の突き当りだ。　左を向く→８５　右を
向く→５０　振り返る→６８

９９　ビンゴ！　右の壁がぐるんと回転し、 あなた
はその中に吸い込まれる。 ところが不幸なことに
回転した先には落とし穴が待ち受けていた。
　あ～～～～～～と叫びながら問答無用で９へと
落ちていく。

１００　右は壁だ。　前に進む→７１　左を向く→５２
　振り返る→８８

５７　長い一本道だ。 少し長すぎる気はするが。
　それでも進み続ける→７０　　引き返す→１００　

５８　左の壁から隙間風を感じる。
　前に進む→５９　右を向く→９０　振り返る→６０

５９　十字路だ。 前に進む→６７　左を向く→８２
　右を向く→９５　振り返る→４６

６０　右の壁から隙間風を感じる。　
　前に進む→４８　左を向く→９０　振り返る→５８

６１　左は壁だ。　壁はぬるぬるしている。 前に進
む→４２　右を向く→４３　振り返る→６９
　
６２　しばらく前に進むと袋小路になってしまった。
だが突き当りの壁を手で探ると「指ぐらいの大きさ」
の何かがはまりそうな小さな穴を見つけた。 もし何
か該当するものを持っているなら、 その道具に書
いてある数のパラグラフに進むことができる。 持っ
ていないなら引き返すしかない。→９１

６３　少し前に進んだところで、石うすを回すような
音と揺れを足元から感じた。揺れが治まったのち、
再び前に歩き始める→９６

６４　残念、 行き止まりだ。 戻ろう　→７８

６５　Ｔ字路の突き当りだ。 足の裏には突起。　
　左を向く→９４　右を向く→７５　振り返る→５１

６６　ビンゴ！　左の壁がぐるんと回転し、 あなた
はその中に吸い込まれる→４４

６７　今押してあるボタンが〇、もしくはボタンの事
など何も知らないならまっすぐ進んだ後に右折し
て９２へ。
　□ならばまっすぐ進んだ後に左折して７４へ
　△か☆なら行き止まりだ、 ４６へ引き返す。

６８　背後に壁がある。　前に進む→９７　　
　左を向く→５０　右を向く→８５

６９　右は壁だ。　壁はぬるぬるしている。 前に進
む→７２　左を向く→４３　振り返る→６１

７０　どうもおかしい。終わりがないのではないか。
　引き返すべきだ→１００　進み続ける→５３　

７１　少し前に進んだところで、石うすを回すような
音と揺れを足元から感じた。揺れが治まったのち、
再び前に歩き始める→７３

７２　前に進めど進めど何もない。 何もなさ過ぎて
不安になってくる。　
　進み続ける→１００　　引き返す→６１

７３　正面の壁から隙間風を感じる。
　　左を向く→６０　右を向く→５８　振り返る→９０

７４　左へと続く曲がり角に来た。
　左に進む→６２　　引き返す→８０

７５　足の裏に石畳の突起を感じる。 左に壁があ
る。 前に進む→６３　　右を向く→５１　　振り返る
→９４

７６　右は壁だ。　前に進む→５５　左を向く→４５
　振り返る→８９

７７　前に進むと道が右に曲がった。 進み続ける
と坂を下りて登った感覚があり、もう一度右に曲が
る。少し進むと右に分岐するＴ字路に出た→５０

７８　Ｔ字路の突き当りだ。　
左を向く→１００　右を向く→８８　振り返る→５２
　
７９　行き止まりだ。足で何かを踏んだ感触がある。
何かとても硬くて小さいもののようだ。
　詳しく調べる→５６　　引き返す→７６


